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新型インフルエンザ流行にあたって

P1

図１　日本の過去１０年間のインフルエンザウイルス分離・検出状況。
　　　２００９年の第４１週は１０月５日から１０月１１日まで。（国立感染症研究所ホームページより）

　今年３月にメキシコで発生した豚インフルエン
ザは、半年を経て新型インフルエンザのパンデミ
ック（世界的大流行）という形で日本にまで押し
寄せて来ました。これに対する①予防法、②症状
が出た時、③感染した時について、要点を確認し
ましょう。
　①予防法：新型インフルエンザの主な感染経路は
飛沫感染であり、一部に接触感染、ごく稀に感染者
と共に長時間狭い空間内にいた場合には空気感染も
報告されています。そこで感染を防ぐには、なるべ
く人ごみを避け、外出後はうがいと手洗いを励行す
ることが必要です。また睡眠や栄養を十分とり免疫
力をつけること、冬場には室内の加湿も有効です。
医療関係者が患者さんと２ｍ以内に接する場合は、
自分も患者さんにもサージカルマスクを付ける必要
があります。特に患者さんのマスクは大切で、これ
により咳やくしゃみ時の飛沫数を１／１００以下に減
少させるとの報告もあります。
　②症状が出た時：新型インフルエンザの症状と
しては、頻度の高い順に発熱、咳、咽頭痛、鼻水、
筋肉や関節の痛み、下痢や嘔吐などで、季節性イ

ンフルエンザとほぼ
同様です。潜伏期間
は１－７日間（多く
は４日まで）ですの
で、その間に感染の
機会がなかったかを
考えます。多くの症
例は軽症のままで治
癒しますし、ＷＨＯ
や米国ＣＤＣでは一
般にタミフルの服用は不要としています（ただ
し日本感染症学会は一般の軽症者もタミフルを
服用すべきとしています）。しかし妊婦、乳幼児、
高齢者とくに基礎疾患のある人（呼吸器・心臓・
腎臓・免疫系の疾患、糖尿病、高度肥満など）は、
かかりつけ医などを受診して下さい。受診する
際は、事前に医療機関に電話をし、受診時にマ
スクの装着が必要なのは前述の通りです。医師
が診察する際は、肺炎や脳症などの合併に注意
し、ライ症候群予防のため１８歳以下にはサリチ
ル酸の投与は控えるべきです。

　③感染した時：もしも自分が新
型インフルエンザと診断されたら、
周囲の人に近づくときはマスクを
付けます。周囲への感染は発症の
前日から発症後７日間程度まで、
または解熱後２日間程度までとさ
れており、その間はなるべく外出
を避け、家人とは別室にいる方が
良いでしょう。
　以上、新型インフルエンザへの
対応をまとめました。日本の感染
状況を見ると、これからピークを
迎えると考えられます（図１）。し
ばらくはインフルエンザから目が
離せません。
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